　「The Armorers’ Challenge」訳本
「鎧工の挑戦」

Mymophonus著

　三百年前、Katariahが皇后となった頃に、彼女は最初にして唯一のDunmerとしてTamriel全土を支配するものであったが、そこで帝国議会からの抵抗に直面していた。彼女の夫であるPelagius〔狂帝として知られる〕が狂気の治療法を探している間に最上の摂政を務め上げるだろうと評議員たちに確信させた後でさえも、依然として対立は存在していたのである。とりわけ、公爵のVenghetoと従士〔武功により王領地を保有する階級〕のMinglumireからの批判は大きく、彼らはKatariahに於ける実践的知識の欠如を知らしめることに喜びを見出していた。
　その最たる例としては、Katariahと評議員たちがBlack Marshの情勢不安について、Armanias村の近郊に於ける帝国軍の大敗について議論していた時のものである。その湿地である湖沼地帯と、特に夏季に顕著である暑熱の気候は、もしも兵士が通常の鎧を着けているならば、彼らの身を危険に晒すものであるだろう。
　「素晴らしい技巧の鎧工を知っています」Katariahは言った。「彼の名前はHazadirで、その兵士の鎧が直面するような環境についても詳しいのです。Vivecで奴隷として鎧工の親方に仕えていた時に、そこで技術を習得しました。それから、自由の身となって帝都に移り住んでいます。この作戦のために、彼に武具を設計させるべきであります」
　Venghetoは短く吼えるような笑いを漏らした。「なんと、彼女は奴隷に我々の武具を作らせるつもりなのだ！　Sirollus Saccusは帝都でも一番の鎧工だ。そんなこと誰でも知っているだろうに」

　長い議論の末に、その両方の鎧工に対して、依頼を満足させるようにすることで決定した。それから、議会は同等の力と技術を持つ二人の勇者、Nandor BeraidとRaphalas Eulを選び出して、実戦で敵に対して用いるような武装で以って彼らを戦わせることにした。何れが勝利するかによって、彼らに武具を提供した鎧工の何れが依頼を達成したか決定するのである。そして、BeraidにHazadirが、EulにSaccusが提供することになった。
　その戦いは七日以内に開始されるよう決められていた。
　直ぐにSirollus Saccusは仕事に取り掛かった。更に時間を掛けていたかったのだけれど、彼は試験の本質を見抜いていたのだ。Armaniasに於ける事態は切迫するものである。帝国は迅速に鎧工を選出せねばならず、一度そうなったからには、その選出された鎧工は急いで働いてBlack Marshの帝国軍に最上の武具を提供せねばならないのである。議会が求めているのは、単なる最高の鎧工ではない。最も効率の良い鎧工であるのだ。
　ドアからノックの音が聞こえてきた時、Saccusは半インチほどの未加工のオーク材の一片に蒸気を当て始めて、鎧の繋ぎ目の縁に在る帯の中に、そのオーク材を曲げ入れるようにしていた。助手のPhandiusが客を案内してきた。それは背の高い、ありふれた斑点の在る、鈍重そうな、緑の房飾りのフードを被った、黒く明るい瞳の、鈍い茶色のローブを着けた爬虫類である。それは、Katariahが推薦する鎧工のHazadirであった。
　「お互いに頑張りましょう。……おや、それは黒檀？」
　その通りである。競争の話を聞くと直ぐに、Saccusは帝都で手に入る最上の黒檀の一式を買い込んでおいて、そして、その精錬の過程を始めていたのである。通常ならば、鉱石の精製は六ヶ月を要する工程である。しかし、彼の希望により、魔術から生まれた白色炎を仕込まれた巨大な熱対流炉は、その操作を三日間にまで短縮するものであるのだ。高らかに、その他の優れた鍛冶工具を指摘してみせる。想像できないほどに大刀の刃を鋭くしてくれる、酸性石灰のプール。黒檀を折り曲げたり折り返したりするための、Akavir製の鍛冶炉とヤットコ。しかし、Hazadirは笑ってみせた。
「私の仕事場に来たことは在りますか？　煙で一杯の、それは小さな二つの部屋ですよ。その前は店になっています。その後ろは壊れた鎧で一杯で、それから何本かのハンマーや鍛冶炉。それで全部です。これが、帝国からの数百万金貨の依頼を競っている相手なんですよ」
「皇后が軍の装備に関して貴方を信頼しているのには、それなりに理由が在ると思いますがね」鷹揚にSirollus Saccusは言ってみせる。と言うのも、Hazadirの店を見たことが在って、彼の言っているのが本当だと知っているからである。それはスラム街の貧弱な工房で、鉄製のダガーを買ったり胸当ての修理を頼んだりするような、みすぼらしい冒険者のためのものに過ぎないのである。どれだけライバルが劣っていようとも、自分は最上の鎧を作ろうとSaccusは決意していた。それが彼の遣り方であり、そうして帝都で一番の鎧工となったのである。

　親切心から、そして少々の自尊心から、Hazadirとは対照的に本当のプロの鎧工の仕事が如何なるものであるか、それを彼に見せてやろうとした。そのArgonianはSaccusに対して徒弟のように振舞って、黒檀の鉱石の精錬を手伝ったり、それを粉々にして冷やした後には折りたたんだりした。それからの数日間で、彼らは協働して、蚊の眉毛さえも刈り込める程に鋭く研がれた刃の美しい大刀を、そして、Oblivion界の風に抵抗できるような木製・革製・銀製・黒檀製の一式の鎧を作り上げたのである。
　決闘の日には、SaccusとHazadirとPhandiusの三人は鎧の練磨を終えて、それを装備するRaphalas Eulの所に運び入れていた。そうして始めてHazadirは立ち去ると、彼の店で手短にNandor Beraidの装備を整えてやったのである。
　その二時間後には、皇后と帝国議会の観客たちが集まる中で、帝都の闘技場に於いて二人の戦士は相見えていたのである。Eulの身に着ける、その輝くような黒檀製の鎧に燃え立つような大刀と、Beraidの身に着ける、そのHazadirの店から買った埃まみれで錆付いた武具一式とを見た瞬間から、Saccusは何れが勝者となるか確信していたのである。そして、彼は正しかった。
　大刀による最初の一振りは、軟らかな盾に食い込んでしまった。と言うのも、その盾には、剣の一振りを逸らすような金属の外装は為されていなかったからである。Eulが剣を引き抜けないままに、Beraidは長剣で以って鎧の脆いところを打ちのめした。その長剣は、鎧の繋ぎ目を突き通すのに最適な代物であったのである。ようやく剣を引き抜いたEulの一閃は、しかし、鱗に覆われて角度の付けられたBeraidの鎧によって水のように流されてしまった。Eulの鎧が崩れ落ち始めた時には、皇后も評議員も、その慈悲心から、勝利者の名を呼んだのである。
　Hazadirは帝国からの依頼を受けると、そのArgonianの持つ戦術と武具と最上の戦闘方法とに関する知識によって、Armaniasでの謀反を鎮圧するための武具を設計したのである。Katariahは議会から、そして、不承不承ながら従士のMinglumireからも尊敬を集めたのである。Sirollus Saccusは、HazadirがMorrowindで学んだものを得ようと彼の地に旅立って行ったが、その後の消息は杳として知られていない。
